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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７０（昭和�）年生まれ、大阪府出身。同志社大学

文学部哲学科卒。陸自航空科。防衛大学校総合安全保

障研究科前期課程（組織科学）で修士（安全保障）。

西部方面航空隊、中部方面航空隊、陸幕防衛部、第６

飛行隊長（神町）、統幕防衛計画部、陸自幹部学校戦

略教官、東部方面総監部陸上連絡官（横須賀）などを

経て現職。専門は戦略理論、組織論、軍事社会学。論

文に「海洋防衛の二つのパラダイム―『制海』と『持

続的な海洋支配の試み』のあいだで―」（『戦略研究』

第�号、２０２０年３月所収）など。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の池上１佐が今回

のテーマをさらに深掘りし

て解説し、防衛省職員と突

っ込んだ議論を行う「防研

セミナーブリーフィング」

が６月�日（月）午後３時

～４時まで、市ヶ谷のＦ１

棟６階「国際会議場」で開

かれます。参加者・聴講者

は隊員に限定します。ご興

味ある方は奮ってご参加く

ださい。▽問い合わせ＝防

研企画調整課�―３２６８―３１

１１（内線２９１７７）まで。

　「ＹｏｕＢｅｌｏｎｇＨｅｒｅ」キャンペーン画像

（英国防省ＨＰ）（ｃＣｒｏｗｎＣｏｐｙｒｉｇｈｔ）

米

陸

軍

募

集

に

見

る

危

機

と

そ

の

対

応

　

　

２

０

２

２

年

度

は

米

陸

軍

の

募

集

に

と

っ

て

、

採

用

目

標

６

万

人

が

採

用

数

約

４

・

５

万

人

（

達

成

率

約

�

％

）

に

と

ど

ま

る

危

機

の

年

と

な

っ

た

。

目

標

未

達

成

は

�

年

度

の

達

成

率

�

・

５

％

以

来

（

目

標

７

万

人

）

な

の

で

、

い

か

に

�

年

度

が

深

刻

だ

っ

た

か

理

解

で

き

る

。

危

機

は

翌

�

年

度

も

続

き

、

目

標

６

・

５

万

人

に

対

し

採

用

数

約

５

・

５

万

人

で

約

�

％

の

達

成

率

だ

っ

た

。

　

募

集

危

機

の

原

因

の

一

つ

は

募

集

対

象

者

の

量

に

関

す

る

も

の

だ

。

米

陸

軍

参

謀

総

長

に

よ

れ

ば

、

�

～

�

歳

の

米

国

人

の

多

く

は

肥

満

、

薬

物

歴

、

学

力

の

基

準

に

抵

触

し

、

入

隊

資

格

を

満

た

す

の

は

た

っ

た

�

％

だ

。

有

資

格

者

も

入

隊

意

欲

を

示

す

の

は

僅

か

９

％

と

い

う

。

親

が

軍

歴

を

持

つ

若

者

は

有

力

な

入

隊

者

候

補

だ

が

、

そ

の

よ

う

な

若

者

は

現

在

�

％

し

か

い

な

い

（

１

９

９

５

年

は

約

�

％

）

。

米

陸

軍

は

入

隊

者

の

�

％

を

高

卒

者

に

頼

る

が

、

現

在

若

者

の

�

％

は

大

学

に

進

学

す

る

。

従

来

米

陸

軍

が

依

存

し

て

き

た

入

隊

者

プ

ー

ル

は

急

速

に

縮

小

し

て

い

る

。

　

こ

の

た

め

米

陸

軍

は

新

た

な

施

策

に

着

手

し

た

。

入

隊

基

準

未

達

者

が

対

象

の

入

隊

前

準

備

コ

ー

ス

新

設

、

縁

故

募

集

の

報

酬

強

化

、

専

門

リ

ク

ル

ー

タ

ー

育

成

、

募

集

コ

マ

ン

ド

司

令

官

格

上

げ

な

ど

が

一

連

の

施

策

に

含

ま

れ

、

大

卒

入

隊

者

（

現

在

�

％

）

割

合

を

�

％

に

引

き

上

げ

た

。

募

集

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

に

は

、

１

９

８

０

年

代

か

ら

�

年

間

用

い

ら

れ

た

「

全

て

を

尽

く

せ

（

ビ

ー

・

オ

ー

ル

・

ユ

ー

・

キ

ャ

ン

・

ビ

ー

）

」

が

復

活

し

た

。

こ

れ

は

頑

張

っ

て

ベ

ス

ト

の

自

分

に

な

れ

、

と

い

う

意

味

で

あ

り

、

米

陸

軍

は

若

者

に

対

し

ベ

ス

ト

な

自

分

へ

の

実

現

機

会

を

提

供

す

る

と

の

含

意

が

あ

る

。
Ｚ

世

代

に

響

く

か

　

こ

れ

ら

新

施

策

は

ま

だ

そ

の

是

非

を

問

う

段

階

に

な

い

が

、

「

全

て

を

尽

く

せ

」

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

に

は

、

Ｚ

世

代

（

�

年

代

中

盤

か

ら

�

年

代

に

誕

生

し

た

世

代

）

が

抱

く

陸

軍

へ

の

見

方

に

対

応

し

て

い

な

い

可

能

性

が

あ

る

。

入

隊

し

な

い

理

由

を

問

う

米

国

防

省

の

調

査

で

は

、

�

％

が

入

隊

後

に

何

ら

か

の

心

理

的

問

題

を

抱

え

る

懸

念

を

回

答

し

て

い

る

。

こ

れ

は

実

際

に

入

隊

者

の

�

％

が

心

理

的

問

題

を

発

症

し

て

い

る

と

い

う

調

査

結

果

も

あ

り

、

理

由

の

な

い

懸

念

で

は

な

い

。

セ

ク

ハ

ラ

や

性

暴

力

を

恐

れ

る

者

が

�

％

も

存

在

す

る

。

�

年

に

陸

軍

内

の

セ

ク

ハ

ラ

が

原

因

で

殺

害

さ

れ

た

ヴ

ァ

ネ

ッ

サ

・

ギ

レ

ン

事

件

は

映

画

に

も

な

っ

た

。

こ

の

よ

う

な

懸

念

を

持

つ

若

者

に

と

り

、

「

全

て

を

尽

く

せ

」

は

訴

求

効

果

が

薄

い

か

も

し

れ

な

い

。

　

確

か

に

Ｚ

世

代

の

職

業

選

択

で

は

、

自

己

成

長

と

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

機

会

が

大

き

な

比

重

を

占

め

て

お

り

、

米

陸

軍

は

こ

の

点

を

ア

ピ

ー

ル

し

て

い

る

。

た

だ

し

、

彼

ら

は

同

時

に

フ

ラ

ッ

ト

な

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

あ

る

職

場

や

、

個

性

・

多

様

性

の

受

容

を

重

視

し

、

雇

用

者

に

も

価

値

観

共

有

を

求

め

る

。

こ

れ

に

沿

え

ば

、

セ

ク

ハ

ラ

や

心

理

的

問

題

が

蔓

延

す

る

組

織

は

Ｚ

世

代

に

と

り

、

「

人

生

を

投

資

す

る

に

値

し

な

い

」

の

だ

。

「

全

て

を

尽

く

せ

」

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

限

れ

ば

、

か

か

る

「

誤

解

」

を

打

ち

消

す

メ

ッ

セ

ー

ジ

は

乏

し

い

。

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

ビ

デ

オ

に

は

、

様

々

な

職

種

・

職

域

に

つ

く

若

い

軍

人

が

次

々

登

場

し

、

「

全

て

を

尽

く

せ

」

と

語

り

か

け

る

が

、

そ

の

姿

は

ほ

ぼ

単

独

で

描

か

れ

、

価

値

観

を

シ

ェ

ア

す

る

チ

ー

ム

に

焦

点

を

当

て

た

描

写

は

少

な

い

。

対

照

的

な

英

陸

軍

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

　

　

英

陸

軍

も

深

刻

な

募

集

危

機

に

あ

る

。

こ

こ

�

年

の

兵

士

採

用

は

常

に

目

標

未

達

成

だ

。

�

～

�

年

度

は

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

の

効

果

も

あ

り

達

成

率

�

％

、

�

％

、

�

％

と

健

闘

し

た

が

、

�

年

度

は

再

び

�

％

に

落

ち

込

ん

だ

。

こ

の

た

め

英

陸

軍

は

�

年

に

「

あ

な

た

は

こ

こ

に

（

ユ

ー

・

ビ

ロ

ン

グ

・

ヒ

ア

）

」

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

を

開

始

す

る

。

こ

れ

は

、

若

者

の

�

％

が

「

自

ら

の

価

値

観

を

反

映

で

き

る

場

所

に

帰

属

し

た

い

」

と

考

え

て

い

る

と

の

調

査

結

果

を

踏

ま

え

て

い

る

。

英

陸

軍

は

若

者

と

４

つ

の

価

値

観

（

他

者

へ

の

敬

意

、

人

生

を

楽

し

む

、

や

り

た

い

こ

と

で

一

生

懸

命

働

く

、

助

け

合

う

）

を

共

有

し

、

若

者

の

居

場

所

は

陸

軍

に

あ

る

、

と

い

う

点

が

強

調

さ

れ

て

い

る

。

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

広

告

が

チ

ー

ム

を

焦

点

に

描

か

れ

て

い

る

点

は

米

陸

軍

と

対

照

的

で

、

異

な

る

角

度

か

ら

Ｚ

世

代

に

ア

プ

ロ

ー

チ

し

て

い

る

。

英

国

防

省

の

報

告

に

よ

る

と

、

�

年

�

月

ま

で

の

１

年

間

と

昨

年

の

同

期

間

を

比

較

し

、

入

隊

者

数

は

２

・

８

％

増

加

し

た

と

い

う

。

た

だ

し

、

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

と

の

因

果

関

係

や

効

果

を

判

断

す

る

に

は

、

さ

ら

な

る

観

察

が

必

要

だ

。

自

衛

隊

に

と

っ

て

示

唆

に

富

む

米

英

　

両

軍

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

は

そ

れ

ぞ

れ

、

「

自

己

成

長

・

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

」

、

「

価

値

観

を

反

映

す

る

職

場

」

と

い

う

Ｚ

世

代

の

職

業

選

択

志

向

に

訴

え

て

い

る

。

い

ず

れ

も

ア

プ

ロ

ー

チ

と

し

て

は

妥

当

だ

ろ

う

。

両

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

の

効

果

判

断

も

時

期

尚

早

だ

。

自

衛

隊

の

「

成

長

で

き

る

舞

台

」

ポ

ス

タ

ー

は

、

３

人

が

独

立

し

た

形

で

登

場

し

、

自

己

成

長

の

機

会

を

ア

ピ

ー

ル

し

て

い

る

た

め

、

米

陸

軍

型

の

ア

プ

ロ

ー

チ

に

近

い

。

日

本

の

Ｚ

世

代

は

、

職

場

の

雰

囲

気

や

仲

間

と

の

一

体

感

を

重

視

す

る

傾

向

が

高

い

と

も

い

わ

れ

る

た

め

、

英

陸

軍

型

も

有

効

な

可

能

性

は

あ

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

米

英

両

軍

の

募

集

危

機

へ

の

対

応

は

自

衛

隊

に

と

っ

て

示

唆

に

富

み

、

引

き

続

き

注

視

す

る

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

　

対

潜

戦

や

警

戒

監

視

、

輸

送

に

救

難

、

ソ

マ

リ

ア

沖

ア

デ

ン

湾

で

の

海

賊

対

処

―

―

。

海

自

哨

戒

ヘ

リ

が

担

う

任

務

は

多

岐

に

わ

た

り

、

活

動

範

囲

も

広

い

。

さ

ら

に

近

年

は

、

静

粛

化

・

ス

テ

ル

ス

化

が

図

ら

れ

た

諸

外

国

の

潜

水

艦

が

行

動

域

を

拡

大

さ

せ

て

お

り

、

哨

戒

ヘ

リ

に

求

め

ら

れ

る

役

割

は

ま

す

ま

す

大

き

く

な

っ

て

い

る

。

こ

う

し

た

な

か

、

防

衛

省

・

海

上

自

衛

隊

は

対

潜

戦

の

優

位

性

を

確

保

す

る

た

め

、

新

た

に

「

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

」

哨

戒

ヘ

リ

（

「

Ｓ

Ｈ

�

Ｋ

」

の

能

力

向

上

型

）

を

開

発

。

昨

年

�

月

の

部

隊

使

用

承

認

を

受

け

、

３

月

�

日

、

海

自

厚

木

基

地

で

報

道

陣

に

公

開

し

た

。

（

亀

岡

　

真

理

子

）

　

新

た

に

開

発

さ

れ

た

哨

戒

ヘ

リ

「

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

」

。

ブ

レ

ー

ド

の

形

や

機

体

の

サ

イ

ズ

な

ど

外

観

は

�

Ｋ

と

変

わ

ら

な

い

が

、

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

が

大

き

く

改

良

さ

れ

た

（

写

真

は

す

べ

て

３

月

�

日

、

海

自

厚

木

基

地

）

　

�

�

Ｌ

は

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

内

の

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

が

４

面

に

。

ど

ち

ら

で

も

操

縦

で

き

る

デ

ュ

ア

ル

・

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

化

が

図

ら

れ

た

（

�

は

�

Ｋ

の

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

）

　改良型のＳＨ�Ｌに

ついて説明する室長の

田代２佐

　

�

機

体

側

面

、

逆

探

装

置

（

Ｅ

Ｓ

Ｍ

）

の

下

に

、

四

角

い

窓

型

の

自

動

防

御

装

置

（

Ｌ

Ｗ

Ｓ

）

が

あ

る

の

が

�

Ｌ

の

特

徴

だ

　

�

�

Ｌ

の

機

体

後

部

に

搭

載

さ

れ

て

い

る

ソ

ー

ナ

ー

　この日は�Ｌの〝兄貴〟分に当たる

ＳＨ�Ｋ（�）、�Ｊも展示された。

３機種そろうのはこの厚木基地だけだ

　

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

の

開

発

に

長

年

、

携

わ

っ

て

き

た

の

が

�

航

空

隊

５

１

３

飛

行

隊

内

の

「

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

作

業

室

（

室

長

・

田

代

雅

樹

２

佐

）

」

だ

。

　

�

空

は

航

空

集

団

で

唯

一

の

研

究

開

発

・

運

用

試

験

・

技

術

指

導

を

行

う

部

隊

で

、

隊

員

の

多

く

が

テ

ス

ト

パ

イ

ロ

ッ

ト

コ

ー

ス

を

経

た

ベ

テ

ラ

ン

ぞ

ろ

い

。

室

長

の

田

代

２

佐

以

下

、

搭

乗

員

か

ら

整

備

員

ま

で

、

延

べ

約

１

０

０

人

が

開

発

に

か

か

わ

っ

た

。

　

開

発

に

つ

い

て

田

代

室

長

は

、

「

遠

隔

地

で

の

試

験

が

コ

ロ

ナ

禍

の

ロ

ッ

ク

ダ

ウ

ン

と

ぶ

つ

か

る

な

ど

、

期

間

中

に

終

わ

ら

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

大

変

で

し

た

」

と

振

り

返

る

。

技

術

的

な

面

で

も

、

セ

ン

サ

ー

や

飛

行

性

能

な

ど

３

つ

の

改

良

点

の

バ

ラ

ン

ス

を

取

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

、

苦

労

が

あ

っ

た

と

い

う

。

「

た

だ

、

今

回

は

開

発

期

間

の

中

で

そ

の

最

適

な

ス

ポ

ッ

ト

を

見

つ

け

る

こ

と

が

で

き

、

か

な

り

上

手

く

い

け

ま

し

た

。

こ

の

機

体

（

�

Ｌ

）

に

乗

る

と

、

古

い

も

の

が

不

便

に

感

じ

て

し

ま

う

ほ

ど

。

苦

労

は

し

ま

し

た

が

非

常

に

よ

く

で

き

た

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

顔

を

ほ

こ

ろ

ば

せ

た

。

　

一

足

早

く

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

が

配

備

さ

れ

た

�

空

は

、

さ

っ

そ

く

年

頭

に

�

Ｊ

、

Ｋ

と

共

に

初

飛

行

訓

練

を

行

っ

た

。

ま

た

３

月

５

日

に

は

日

米

共

同

訓

練

に

参

加

。

米

海

軍

の

Ｍ

Ｈ

�

Ｒ

哨

戒

ヘ

リ

と

共

に

対

潜

戦

訓

練

を

行

い

、

戦

術

技

量

に

磨

き

を

か

け

た

。

海

自

で

は

�

Ｌ

に

つ

い

て

、

令

和

５

年

度

と

６

年

度

で

そ

れ

ぞ

れ

６

機

ず

つ

予

算

を

計

上

。

今

後

、

各

基

地

に

配

備

が

進

め

ら

れ

れ

ば

、

日

本

の

海

の

新

た

な

守

り

手

と

し

て

活

躍

す

る

に

違

い

な

い

。

　

Ｓ

Ｈ

�

Ｌ

は

全

長

�

・

�

メ

ー

ト

ル

、

高

さ

５

・

�

メ

ー

ト

ル

。

機

体

側

面

に

レ

ー

ザ

ー

警

報

装

置

（

Ｌ

Ｗ

Ｓ

）

が

装

着

さ

れ

、

下

部

に

船

舶

自

動

識

別

装

置

（

Ａ

Ｉ

Ｓ

）

が

あ

る

が

、

外

観

は

�

Ｋ

と

ほ

と

ん

ど

変

わ

ら

な

い

。

大

き

く

変

わ

っ

た

の

は

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

だ

。

主

な

改

良

点

は

①

搭

載

シ

ス

テ

ム

等

の

能

力

向

上

、

②

飛

行

性

能

向

上

、

③

飛

行

安

全

の

確

保

、

搭

乗

員

の

負

担

軽

減

―

―

の

３

点

。

　

搭

載

シ

ス

テ

ム

は

対

潜

戦

の

優

位

の

た

め

、

ソ

ー

ナ

ー

や

戦

闘

指

揮

シ

ス

テ

ム

、

デ

ー

タ

リ

ン

ク

な

ど

が

向

上

。

「

マ

ル

チ

ス

タ

テ

ィ

ッ

ク

戦

術

」

が

可

能

に

な

り

、

自

機

か

ら

吊

り

下

げ

た

ソ

ー

ナ

ー

で

受

信

し

た

音

波

を

他

の

機

体

も

処

理

で

き

る

な

ど

、

探

知

・

識

別

能

力

が

ア

ッ

プ

し

た

。

　

飛

行

性

能

は

エ

ン

ジ

ン

の

利

用

可

能

馬

力

制

限

の

緩

和

や

、

テ

ー

ル

ブ

レ

ー

ド

の

制

御

が

拡

大

さ

れ

た

。

飛

行

安

全

の

確

保

、

搭

乗

員

の

負

担

軽

減

で

は

機

体

の

剛

性

を

強

化

し

振

動

を

低

減

。

飛

行

制

御

シ

ス

テ

ム

は

オ

ー

ト

パ

イ

ロ

ッ

ト

機

能

が

付

与

さ

れ

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

だ

け

で

ベ

テ

ラ

ン

の

操

縦

士

と

同

等

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

発

揮

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

の

レ

イ

ア

ウ

ト

も

大

き

く

変

わ

っ

た

。

�

Ｋ

は

６

面

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

だ

っ

た

が

�

Ｌ

で

４

面

に

な

り

、

ど

ち

ら

で

も

操

縦

で

き

る

デ

ュ

ア

ル

・

コ

ッ

ク

ピ

ッ

ト

化

が

図

ら

れ

た

。

タ

ッ

チ

パ

ネ

ル

で

、

ス

マ

ホ

の

よ

う

に

画

面

を

操

作

で

き

る

。

�

Ｌ

を

実

際

に

操

縦

し

た

パ

イ

ロ

ッ

ト

は

、

�

Ｋ

と

の

違

い

を

「

ガ

ラ

ケ

ー

と

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

」

に

例

え

、

「

操

作

性

が

各

段

に

上

が

っ

た

」

と

話

す

。

朝　　　　　雲 （ＡＳＡＧＵＭＯ） 令和６年（��年） 月 日
　

第３５９８号（３）
（毎週木曜日発行）


